
ドキュメンタリー映画「カレーライスを一から作る」	

	

農水省が応援しているドキュメンタリー映画「カレーライスを一から作る」を観まし

た。これはシーフードカレーの話ではありませんし、魚食普及の話でも有りません。食

育のお話ですし、ある意味、人間の大元のお話です。	

「グレート	 ジャーニー」というフジテレビの番組を覚えている方は、中年以降の方

でしょうか。関野吉晴という探検家が人力で、南アメリカ・チリのナバリーノ島からタ

ンザニアまで（北ルート）のおよそ 5万キロを、人類拡大の足跡を逆ルートから遡って

行く旅の行程（1993 年 12 月	-	2002 年 2月）に挑み、その姿を追った作品（全 8回）

でした。（WIKIPEDIA より、この番組は DVD で見られます。）	

この関野さんは現在、武蔵野美術大学で先生（文化人類学）をされています。映画は

関野ゼミ生が、野菜・米・肉は勿論のこと、調味料・塩、皿やスプーンまで全部一から

自分達で手作りする過程を追いかけています。	

学生たちは、カレーの具は肉にすることにしました。先生のアドバイスで最初はダチ

ョウの雛を育てることにしましたが、2羽の雛はあえなく途中で死んでしまいます。次

はホロホロ鳥とニワトリにして、鳥小屋を構内に作り当番が死なないように注意して雛

から育てていきます。数ヶ月して大きくなった時、そして食べる時、このホロホロ鳥と

ニワトリは絞めて食材にしなければなりません。このとき、学生たちはちゃんと屠殺出

来たでしょうか？	

多少は感情が高ぶっているようではありましたが、自分達で首を折り、包丁で頚動脈

を切り脱血し解体をやりきりました。そのときの言葉が印象的でした。「最初から食べ

るつもりで育てていたので、少しはかわいそうだったけど、やはり最後は食べ物として

処理した。」でもこの学生の目には涙も光っていたように見えました。映画の途中に、

屠畜場の職員の方が学生に講義をしている場面があり、「一日に何頭も屠殺しているが、

そのことでご飯が食べられないとか、かわいそうだと思ったことは無い。」と言うよう

な発言も収録されていました。（話は飛びますが、捕鯨問題を語るとき、西洋人も牛や

豚を殺して食べているではないか、という言い方を時々聞きますが、最初から食べられ

るために人が育てた動物を殺すのは倫理的にも、感情的にも何の問題もないのだ、と映

画を観ながら思いました。）	

食べるものを全て自分達で作ること、味そのものとしてはそれほど美味しくなかった

かもしれませんが、このカレーの味は学生たちに濃厚な何かを残していったように思い

ました。	
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